
東
晋
元
帝
の
勧
進
の
新
研
究

は
じ
め
に

永
嘉
五
年
（
三
一
一
）
六
月
、
洛
陽
が
陥
落
し
多
く
の
宗
室
大
臣
が
殺
さ
れ
、
孝
懐
帝
（
懐
帝
）

が
劉
聰
に
よ
り
平
陽
に
連
行
さ
れ
た
。
建
興
元
年
（
三
一
三
）
四
月
、
孝
懐
帝
が
弑
さ
れ
た
こ
と
を

聞
き
孝
愍
帝
が
即
位
、
長
安
に
て
軍
務
・
政
務
を
執
る
も
、
四
年
（
三
一
六
）
十
一
月
に
長
安
が
陥

落
、
先
帝
と
同
じ
く
平
陽
へ
連
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
五
年
（
三
一
七
）
十
二
月
、
孝
愍
帝
が
弑
さ
れ

た
、
こ
こ
に
西
晋
は
滅
亡
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
滅
亡
は
実
に
大
き
な
意
味
を

持
つ
。
異
民
族
に
よ
る
王
朝
滅
亡
と
い
う
事
実
が
そ
れ
で
あ
り
、
如
何
に
国
家
が
内
憂
で
弱
体
化
し

て
い
た
と
は
い
え
、
当
時
の
漢
族
に
与
え
た
衝
撃
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
今
回
取
り
扱
う
東
晋
元
帝
の
勧
進
は
こ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
帝
位
へ
の
勧
進
、
す

な
わ
ち
多
く
の
人
々
か
ら
皇
帝
推
戴
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
が
如
何
に
皇
帝
即
位
へ
歩
ん
で
い

っ
た
の
か
を
彼
が
江
南
に
渡
っ
た
永
嘉
元
年
（
三
〇
七
）
年
か
ら
順
に
追
っ
て
い
き
、
そ
の
最
中
に

何
が
起
き
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
重
ね
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
東

晋
成
立
後
の
漢
族
・
周
辺
勢
力
の
動
向
に
つ
い
て
も
押
さ
え
て
み
る
。

一　

司
馬
睿
と
周
辺
の
人
々
に
つ
い
て

東
晋
元
帝
・
司
馬
睿
は
洛
陽
出
身
で
宣
帝
の
曾
孫
に
あ
た
り
、『
晋
書
』
に
よ
れ
ば
立
派
で
異
常

な
体
つ
き
の
有
能
な
人
物
で
、
十
五
歳
で
琅
邪
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
恵
帝
時
代
は
大
人
し
く
過
ご
し
て

い
た
の
で
災
禍
を
免
れ
た
。
そ
の
人
物
を
見
抜
い
て
い
た
の
は
嵆
紹
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

司
馬
睿
で
あ
る
が
『
魏
書
』
で
の
紹
介
は
驚
く
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

僭
晋
司
馬
叡
、
字
景
文
、
晋
将
牛
金
子
也
。
初
晋
宣
帝
生
大
将
軍
、
琅
邪
武
王
伷
、
伷
生
冗
従
僕
射
、

琅
邪
恭
王
覲
。
覲
妃
譙
國
夏
侯
氏
、
字
銅
環
、
與
金
姦
通
、
遂
生
叡
、
因
冒
姓
司
馬
、
仍
為
覲
子
。

牛
金
の
子
で
司
馬
氏
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
先
学
は
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
背
景
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
司
馬

睿
を
貶
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
如
何
な
利
益
が
あ
る
の
か
を
考
慮
す
れ
ば
、
背
景
が
み
え
て
く
る
。
司

馬
氏
は
多
く
の
一
門
が
お
り
、
彼
は
八
王
の
乱
当
初
は
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
封
国
に
近

い
東
海
王
の
与
党
し
て
活
動
し
永
嘉
の
初
め
に
江
南
へ
向
か
う
。
そ
の
司
馬
睿
を
支
え
た
周
辺
の

人
々
は
以
下
の
面
々
で
あ
る
。

永
嘉
初
、
用
王
導
計
、
始
鎭
建
鄴
、
以
顧
榮
為
軍
司
馬
、
賀
循
為
参
佐
、
王
敦
、
王
導
、
周
顗
、
刁

協
並
為
腹
心
股
肱
、
賓
禮
名
賢
、
存
問
風
俗
、
江
東
歸
心
焉
。

王
導
、
王
敦
は
琅
邪
の
名
族
王
氏
、
周
顗
は
安
東
将
軍
周
浚
の
息
子
で
名
望
家
、
刁
協
は
河
北
の

豪
族
で
法
律
に
詳
し
く
、
顧
榮
と
賀
循
は
江
南
の
名
族
代
表
で
あ
る
。
彼
ら
を
招
聘
・
徴
用
し
た
時

期
は
江
南
赴
任
初
期
（
安
東
将
軍
府
）・
江
南
地
域
全
権
委
任
期
（
鎮
東
将
軍
府
、
開
府
儀
同
三
司
）

で
皇
帝
即
位
を
為
す
ま
で
の
基
盤
構
築
に
尽
く
し
た
。
こ
こ
で
各
人
に
少
し
説
明
を
入
れ
て
お
く
。

王
導
は
若
い
頃
か
ら
睿
と
親
し
く
、
中
央
が
混
乱
す
る
と
睿
に
江
南
に
鎮
す
る
よ
う
に
勧
め
た
。
江

南
に
鎮
す
る
と
南
人
の
名
士
を
積
極
的
に
招
聘
し
、
北
来
の
人
々
が
来
る
と
、
そ
れ
を
慰
撫
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
南
人
と
北
人
の
調
和
に
取
り
組
み
、
江
南
の
地
に
中
央
の
洗
練
さ
れ
た
文
化

や
政
治
を
根
付
か
せ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
軍
事
と
政
務
の
両
方
で
司
馬
睿
を
支
え
、
東
晋

成
立
後
も
長
く
国
政
を
輔
弼
し
た
。
彼
の
業
績
は
目
覚
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

導
阿
衡
三
世
、
経
論
夷
険
、
政
務
寛
恕
、
事
従
簡
易
、
故
垂
遺
愛
之
誉
也

王
敦
は
後
に
司
馬
睿
側
近
の
劉
隗
・
刁
協
ら
と
反
目
し
創
建
間
も
な
い
東
晋
を
危
機
に
陥
れ
た
も

の
の
、
東
晋
と
皇
帝
に
対
し
て
反
意
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
東
晋
成
立
ま
で
軍
事
方
面
で
活
躍

す
る
。
周
顗
は
東
海
王
の
も
と
で
幕
僚
を
務
め
た
が
、
そ
の
死
後
江
南
へ
赴
き
重
用
さ
れ
、
後
に
王
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第
三
十
五
号

敦
が
乱
を
起
こ
し
た
際
、
侮
辱
し
た
と
し
て
王
敦
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。
刁
協
も
洛
陽
陥
落
後
に
江

南
へ
渡
り
軍
諮
祭
酒
と
な
り
、
鎮
東
長
史
に
出
世
し
た
。
後
に
劉
隗
と
法
律
の
厳
格
化
を
進
め
、
貴

族
の
怠
慢
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
の
で
王
敦
と
対
立
、
王
敦
の
乱
を
招
き
逃
亡
中
に
部
下
に
殺
さ

れ
た
。
顧
榮
は
呉
の
四
姓
の
一
つ
と
い
う
名
族
で
、
一
族
は
孫
呉
時
代
か
ら
高
官
を
輩
出
し
た
。
彼

自
身
も
郷
論
で
高
い
評
価
を
受
け
都
へ
招
聘
さ
れ
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
。
彼
と
同
期
で
入
洛
し
た

者
に
陸
機
兄
弟
が
い
る
。
中
央
の
政
治
闘
争
に
絡
ん
で
嫌
気
が
さ
し
帰
郷
、
直
後
に
陳
敏
の
乱
に
遭

う
。
始
め
は
陳
敏
に
力
添
え
す
る
も
、
陳
敏
の
無
策
に
失
望
し
他
の
豪
族
達
に
呼
び
か
け
て
陳
敏
を

討
つ
。
再
び
中
央
か
ら
招
聘
さ
れ
洛
陽
へ
向
か
う
も
、
混
乱
を
聞
き
故
郷
に
戻
る
。
そ
の
後
建
康
に

鎮
し
た
司
馬
睿
よ
り
軍
司
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
多
く
の
江
南
の
人
士
を
司
馬
睿
陣
営
に
参
画
さ
せ
る

も
永
嘉
六
年
（
三
一
二
）
に
死
去
す
る
。
賀
循
は
会
稽
出
身
の
豪
族
で
孫
呉
時
代
か
ら
活
躍
し
て
き

た
武
将
の
家
柄
で
あ
り
、彼
自
身
才
覚
に
優
れ
て
い
た
の
で
陸
機
の
推
挙
に
よ
り
中
央
に
召
さ
れ
た
。

乱
れ
た
中
央
か
ら
身
を
引
き
石
冰
や
陳
敏
の
反
乱
を
鎮
定
し
た
。
司
馬
睿
が
江
南
に
鎮
す
る
と
軍
諮

祭
酒
・
参
軍
に
任
命
さ
れ
る
。
顧
榮
没
後
に
軍
司
に
任
命
さ
れ
る
も
固
辞
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は

沙
汰
を
受
け
て
も
昇
官
せ
ず
節
義
を
守
っ
た
。
こ
こ
ま
で
司
馬
睿
と
い
う
人
物
と
東
晋
成
立
ま
で
に

司
馬
睿
の
も
と
で
力
を
尽
く
し
た
主
要
人
物
た
ち
を
み
て
き
た
。
で
は
次
に
司
馬
睿
の
江
南
赴
任
か

ら
皇
帝
即
位
ま
で
の
様
子
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二　

江
南
へ
の
赴
任
か
ら
皇
帝
即
位
ま
で

こ
の
時
期
の
司
馬
睿
と
そ
の
配
下
集
団
に
つ
い
て
の
研
究
は
越
智
重
明
氏
、
矢
野
主
税
氏
、
川
勝

義
雄
氏
ら
を
始
め
と
し
て
多
い
た
め
参
考
と
な
る（

（
（

。
永
嘉
元
年
七
月
、
司
馬
睿
は
東
海
王
か
ら
安
東

将
軍
・
都
督
揚
州
諸
軍
事
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
と
、
王
導
・
王
曠
（
王
義
之
の
父
）
ら
の
議
を
受
け

て
建
業
（
建
康
）
に
鎮
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
直
前
に
は
こ
の
一
帯
で
政
情
不
安
か
ら
な
る
反
乱

が
相
次
ぎ
、
鎮
圧
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
国
内
の
治
安
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
。『
晋
書
』
王

導
伝
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

及
徙
鎮
建
康
、
呉
人
不
附
、
居
月
餘
、
士
庶
莫
有
至
者
、
導
患
之
。

「
司
馬
睿
が
建
業
に
至
っ
て
し
ば
ら
く
、
江
南
の
名
族
士
庶
は
集
ま
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
」
と

い
う
。
そ
こ
で
江
南
の
名
族
代
表
た
る
顧
榮
や
賀
循
と
い
っ
た
面
々
を
前
項
に
み
た
史
料
の
よ
う
に

軍
司
や
軍
諮
祭
酒
、
参
軍
と
い
う
軍
府
の
高
官
と
し
て
積
極
招
致
を
行
い
、
彼
ら
の
江
南
で
の
影
響

力
に
期
待
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
南
へ
渡
っ
て
数
年
、
そ
の
地
に
勢
力
を
築
く
べ
く
在
地
豪
族
の

招
聘
、
軍
府
軍
備
の
整
備
、
南
渡
し
て
く
る
北
来
の
士
庶
と
の
融
和
を
進
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
、
招
聘
に
関
し
て
は
軍
府
の
高
官
で
は
な
い
も
の
の
在
地
豪
族
の
周
氏
ら
武
将
と
し
て
活
躍
、

軍
府
の
整
備
に
つ
い
て
は
同
じ
く
揚
州
諸
軍
事
と
し
て
江
北
に
鎮
し
て
い
た
周
馥
が
東
海
王
と
対

立
、
越
は
琅
邪
王
睿
に
討
伐
を
命
じ
、
彼
は
こ
れ
を
滅
ぼ
し
揚
州
の
軍
事
権
を
掌
握
し
て
い
る
。
南

渡
し
て
き
た
北
来
の
人
々
と
在
地
の
人
々
と
の
融
和
と
い
う
点
で
は
、
在
地
の
名
族
で
あ
る
顧
榮
・

賀
循
を
始
め
と
す
る
人
々
を
高
官
に
用
い
る
こ
と
で
王
の
側
近
集
団
と
の
釣
り
合
い
を
と
っ
て
い

る
。
永
嘉
五
年
五
月
、
孝
懐
帝
よ
り
鎮
東
大
将
軍
・
開
府
儀
同
三
司
・
督
揚
江
湘
交
廣
五
州
諸
軍
事

に
任
命
さ
れ
、
こ
の
方
面
の
宗
室
の
重
鎮
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
軍

事
権
だ
け
で
な
く
開
府
儀
同
三
司
を
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
政
務
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
一
月
後
に
洛
陽
が
陥
落
し
多
く
の
宗
室
大
臣
が
殺
さ
れ
皇
帝
が
連
れ
去
ら
れ
る
。

実
は
こ
の
年
の
三
月
、
石
勒
討
伐
へ
出
征
し
て
い
た
東
海
王
越
が
死
去
、
そ
の
軍
団
が
壊
滅
し
て
い

る
の
だ
。
実
力
者
で
あ
っ
た
東
海
王
の
軍
勢
は
洛
陽
防
衛
の
要
で
あ
り
、
彼
を
喪
っ
た
そ
の
軍
団
と

与
党
の
多
く
が
壊
滅
し
た
こ
と
は
即
ち
防
備
力
の
弱
体
化
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
晋
の
終
焉

を
決
定
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
孝
懐
帝
が
平
陽
に
連
行
さ
れ
た
時
、
司
空
の
荀
藩

ら
が
天
下
に
檄
を
飛
ば
し
司
馬
睿
を
盟
主
と
し
て
皇
帝
奪
還
と
国
家
の
復
興
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る

旨
が
『
晋
書
』
元
帝
紀
に
み
え
る
。

及
懐
帝
蒙
塵
于
平
陽
、
司
空
荀
藩
等
移
檄
天
下
、
推
帝
為
盟
主
。

こ
れ
に
対
し
一
部
の
者
は
従
わ
ず
討
伐
さ
れ
て
い
る
。
国
家
が
一
致
団
結
し
て
外
敵
に
立
ち
向
か

う
際
に
結
束
を
乱
す
者
は
容
赦
な
く
処
断
さ
れ
る
、
こ
れ
は
古
今
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
時
期
に
外
敵

に
対
抗
し
う
る
軍
事
力
を
有
し
、
旗
印
と
で
き
る
人
物
が
司
馬
睿
で
あ
っ
た
こ
と
は
王
導
の
江
南
経

略
が
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
東
海
王
の
死
や
洛
陽
陥
落
に
よ
っ
て
華
北
の
人

士
の
多
く
が
江
南
に
い
た
司
馬
睿
陣
営
の
も
と
へ
や
っ
て
く
る
。『
晋
書
』
王
導
伝
に
記
述
が
あ
る
。

俄
而
洛
京
傾
覆
、
中
州
士
女
避
乱
江
左
者
十
六
七
、
導
勧
帝
収
其
賢
人
君
子
、
與
之
圖
事
。

王
導
は
北
来
の
人
士
を
採
用
す
る
よ
う
に
献
言
し
て
い
る
。そ
れ
は
南
人
と
北
人
の
調
和
を
図
り
、

中
央
で
官
吏
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
人
々
を
集
め
て
陣
営
の
強
化
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

魏
・
西
晋
時
代
に
は
貴
族
サ
ロ
ン
が
中
央
で
花
開
き
、
郷
論
に
よ
っ
て
家
柄
や
人
物
評
価
が
な
さ

れ
て
い
た（

（
（

。
川
勝
氏
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
貴
族
社
会
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
高
度
な
知
識
や
教

養
が
備
わ
っ
た
人
物
ら
が
政
界
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
解
り
、
王
導
の
従
兄
弟
で
あ
る
王
衍
は
そ

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
王
衍
な
る
人
物
は
大
尉
に
ま
で
な
っ
た
が
、
東
海
王
の
与
党

二



東
晋
元
帝
の
勧
進
の
新
研
究

で
軍
団
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
折
に
捕
え
ら
れ
、
石
勒
に
よ
り
殺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
郷
論
に
よ
り
家

格
・
人
物
評
価
を
加
味
し
て
品
官
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
か
つ
て
魏
帝
国
が
成
立
し
た
時
に
陳
羣
に

よ
っ
て
建
議
さ
れ
採
用
さ
れ
た
「
九
品
官
人
法
」
で
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
当
初
は
有
効
に
機
能
し

た
と
思
わ
れ
る
が
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
就
く
こ
と
の
で
き
る
職
掌
が
決
定
さ

れ
家
格
・
品
格
が
貴
族
層
の
間
で
永
続
的
に
な
り
、
政
治
が
倦
ん
で
乱
れ
て
い
く
遠
因
と
な
る
。
才

覚
あ
る
人
物
が
上
位
の
官
品
に
就
け
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
そ
れ
が
欠
如
し
た
人
物
が
就

け
ば
政
治
行
政
は
機
能
不
全
に
陥
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
の
だ
。
ま
た
自
身
の
定
め
ら
れ
た
官
品

を
超
え
て
の
職
務
に
就
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
郷
論
が
発
達
し
高
位
の
官
品
が
定
ま
っ
た
北

来
の
人
士
と
郷
論
が
未
だ
盛
ん
で
は
な
い
南
方
人
士
の
格
差
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
南
方
人
士
の
官

品
が
中
央
で
は
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
た
だ
し
陸
機
な
ど
の
江
南
で
も
中
央
に
知
ら
れ
た

名
族
の
評
価
は
高
か
っ
た
）。
故
に
北
来
の
人
々
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、
職
官
面
で
南
方
人
士
が

少
な
く
な
る
こ
と
の
要
因
と
い
え
よ
う
。
事
実
矢
野
氏
や
金
氏
の
表
か
ら
鎮
東
大
将
軍
府
に
な
っ
て

か
ら
の
北
来
人
士
の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
南
方
人
士
で
不
平
不
満
を

持
つ
者
が
現
れ
る
。折
し
も
永
嘉
六
年
に
南
方
人
士
の
ま
と
め
役
を
務
め
て
い
た
顧
榮
が
亡
く
な
る
。

翌
年
に
は
義
興
の
周
氏
の
長
で
あ
っ
た
周
玘
が
悶
死
し
た
、
そ
の
遺
言
に
よ
り
息
子
の
勰
は
孫
弼
な

る
人
物
と
謀
反
す
る
が
、
叔
父
で
あ
る
周
札
な
ど
の
一
族
は
協
力
せ
ず
、
王
導
に
見
抜
か
れ
て
周
氏

と
並
び
称
さ
れ
た
在
地
豪
族
の
呉
興
の
沈
氏
ら
の
討
伐
を
受
け
て
鎮
圧
さ
れ
て
い
る
。

建
興
元
年
（
三
一
三
）
四
月
、
孝
懐
帝
が
殺
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
長
安
で
孝
愍
帝
が
即
位

し
た
。
五
月
に
司
馬
睿
は
左
丞
相
・
大
都
督
中
外
諸
軍
事
と
な
る
。
江
南
に
あ
っ
て
長
安
を
守
れ
な

い
た
め
、
司
馬
睿
は
甲
冑
を
ま
と
い
四
方
を
督
戦
、
天
下
の
兵
を
率
い
て
外
敵
と
戦
っ
た
。
そ
ん
な

時
に
吉
兆
が
現
れ
た
。『
晋
書
』
元
帝
紀
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

于
時
有
玉
册
見
於
臨
安
、
白
玉
麒
麟
神
璽
出
於
江
寧
、
其
文
曰
「
長
寿
萬
年
」、
日
有
重
暈
、

皆
以
為
中
興
之
象
焉
。

司
馬
睿
が
晋
朝
を
中
興
す
る
証
と
噂
さ
れ
る
。
建
興
五
年
・
建
武
元
年
（
三
一
七
）
に
平
東
将
軍

の
宋
哲
が
孝
愍
帝
の
詔
を
伝
え
る
。
前
年
の
建
興
四
年
（
三
一
六
）
十
一
月
に
長
安
が
陥
落
し
翌
月

孝
愍
帝
は
平
陽
へ
連
行
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
か
ら
が
東
晋
元
帝
へ
の
勧
進
の
始
ま
り
で
あ
る
。
建

武
元
年
三
月
、
ま
ず
は
丞
相
府
の
群
臣
が
尊
号
を
名
乗
る
よ
う
に
上
申
す
る
。

西
陽
王
𣴎
及
羣
僚
参
佐
、
州
征
牧
守
等
上
尊
號
、
帝
不
許
。
𣴎
等
以
死
固
請
、
至
於
再
三
。

こ
れ
に
対
し
司
馬
睿
は
涙
し
な
が
ら
「
自
分
は
罪
深
く
、
節
義
を
守
っ
て
天
下
の
恥
を
雪
ぐ
た
め

に
い
る
の
だ
。
君
た
ち
は
何
故
そ
の
よ
う
に
帝
號
を
迫
る
か
」
と
い
い
、
奴
婢
に
車
を
用
意
さ
せ
本

国
へ
帰
還
し
よ
う
と
す
る
。
た
め
に
群
臣
は
魏
晋
の
故
事
に
則
る
よ
う
進
言
し
、
司
馬
睿
は
こ
れ
を

採
用
し
た
。

辛
卯
、
即
王
位
、
大
赦
、
改
元
。
其
殺
祖
父
母
、
父
母
、
及
劉
聰
、
石
勒
、
不
従
此
令
。
諸
参

軍
拝
奉
車
都
尉
、
掾
属
駙
馬
都
尉
。
辟
掾
属
百
餘
人
、
時
人
謂
之
「
百
六
掾
」。
乃
備
百
官
、

立
宗
廟
社
稷
於
建
康
。

琅
邪
王
か
ら
晋
王
と
な
っ
た
。
丙
辰
に
王
太
子
を
建
て
、
西
陽
王
𣴎
・
王
敦
・
王
導
・
刁
協
の
官

職
を
進
め
、
琅
邪
王
に
も
後
継
を
建
て
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
同
年
六
月
、
つ
い
に
丞
相
府
外
の
諸
将
・

諸
侯
・
官
吏
を
含
む
百
八
十
名
か
ら
の
上
申
、
つ
ま
り
勧
進
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
勧
進
に

名
を
連
ね
た
の
は
、
司
空
、
并
州
刺
史
、
廣
武
侯
劉
琨
、
幽
州
刺
史
、
左
賢
王
、
渤
海
公
段
匹
磾
、

領
護
烏
丸
校
尉
、
鎭
北
將
軍
劉
翰
、
單
于
、
廣
寗
公
段
辰
、
遼
西
公
段
眷
、
冀
州
刺
史
、
祝
阿
子
邵

續
，
青
州
刺
史
、
廣
饒
侯
曹
嶷
、
兗
州
刺
史
、
定
襄
侯
劉
演
、
東
夷
校
尉
崔
毖
、
鮮
卑
大
都
督
慕
容

廆
で
あ
る
。
劉
琨
は
宗
室
に
連
な
る
人
物
で
、
幷
州
・
幽
州
を
中
心
に
劉
聰
や
石
勒
と
戦
っ
た
。
劉

翰
・
曹
嶷
・
劉
演
・
崔
毖
は
華
北
で
抵
抗
を
続
け
る
漢
族
官
僚
、
段
匹
磾
・
段
辰
・
段
春
は
鮮
卑
段

部
の
大
人
（
領
袖
）、
慕
容
廆
は
鮮
卑
慕
容
部
の
大
人
で
あ
る
。
鮮
卑
と
は
中
国
東
北
部
か
ら
北
部

一
帯
に
移
動
居
住
し
、
か
つ
て
は
中
国
北
部
を
略
奪
し
た
り
し
て
い
た
民
族
で
、
こ
の
頃
は
他
の
民

族
か
ら
の
圧
迫
な
ど
で
弱
体
化
し
部
族
ご
と
に
行
動
し
て
い
た
。
な
か
で
も
段
部
と
慕
容
部
は
こ
の

頃
有
力
部
族
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
漢
族
外
民
族
の
有
力
者
と
漢
族
の
華
北
有
力
者
が
揃
っ
て
上
申

し
た
内
容
要
点
を
み
て
い
く
。
一
つ
目
の
理
由
で
あ
る
。

臣
聞
天
生
蒸
民
、
樹
之
以
君
、
所
以
對
越
天
地
、
司
牧
黎
元
。
聖
帝
明
王
監
其
若
此
、
知
天
地

不
可
以
乏
饗
、
故
屈
其
身
以
奉
之
；
知
蒸
黎
不
可
以
無
主
、
故
不
得
已
而
臨
之
。
社
稷
時
難
、

則
戚
藩
定
其
傾
；
郊
廟
或
替
、
則
宗
哲
纂
其
祀
。
是
以
弘
振
遐
風
、
式
固
萬
世
、
三
五
以
降
、

靡
不
由
之
。

「
天
が
民
衆
を
生
み
、
君
主
を
建
て
さ
せ
る
の
は
、
天
地
を
祀
り
民
を
治
め
さ
せ
る
た
め
で
す
。

聖
帝
た
ち
は
こ
の
道
理
を
知
り
、
天
地
を
祀
る
こ
と
を
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
は
君
主
不
在
が
天

地
を
疎
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
君
主
を
望
ん
で
い
ま
す
。
社
稷
が
困
難
に
遭
え
ば
宗
室

諸
臣
が
正
し
、
祭
祀
が
廃
れ
る
と
宗
室
の
賢
人
が
継
ぐ
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
徳
が
広
が
り
、
規
範

は
万
世
に
定
ま
り
ま
す
。
ゆ
え
に
三
皇
五
帝
は
そ
う
し
て
き
た
の
で
す
」
つ
ま
り
天
子
・
皇
帝
の
不

在
は
良
い
こ
と
で
は
な
く
、
天
や
民
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
。
国
難
に
遭
え
ば
宗
室
と
臣
下
が
こ
れ

を
助
け
、
祭
祀
者
が
い
な
く
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
祭
祀
を
継
ぐ
の
は
宗
室
臣
下
の
賢
人
の
役
割
で
あ

る
と
し
、
伝
説
の
聖
王
も
そ
れ
に
従
っ
た
と
力
説
し
て
い
る
。
こ
の
後
の
部
分
は
晋
の
歴
代
皇
帝
の
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遺
徳
、
今
日
の
状
況
を
記
し
、
悲
し
い
こ
と
だ
と
嘆
い
て
い
る
。
次
い
で
二
つ
目
の
理
由
で
あ
る
。

臣
聞
昏
明
迭
用
、
否
泰
相
濟
、
天
命
無
改
、
暦
數
有
歸
。
或
多
難
以
固
邦
國
、
或
殷
憂
以
啓
聖

明
。（
中
略
） 

伏
惟
陛
下
、
玄
徳
通
于
神
明
、
聖
姿
合
于
兩
儀
、
應
命
世
之
期
、
紹
千
載
之
運
。

符
瑞
之
表
、
天
人
有
徴
；
中
興
之
兆
、
圖
讖
垂
典
。（
中
略
） 

冠
帶
之
倫
、
要
荒
之
衆
、
不
謀

同
辭
者
、
動
以
萬
計
。
是
以
臣
等
敢
考
天
地
之
心
、
因
函
夏
之
趣
、
昧
死
上
尊
號
。

「
明
暗
は
代
わ
る
代
わ
る
で
、
運
は
通
じ
た
り
通
じ
な
か
っ
た
り
し
、
天
命
が
変
わ
ら
な
い
な
ら
、

道
理
や
巡
り
合
わ
せ
は
国
家
に
帰
す
る
。
多
難
に
遭
っ
て
国
定
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
深
い
憂
い
は
聡

明
の
証
で
も
あ
り
ま
す
。
…
…
恐
れ
な
が
ら
陛
下
は
、
そ
の
徳
が
神
霊
に
通
じ
、
容
姿
は
素
晴
ら
し

く
重
要
な
時
期
に
千
載
一
遇
の
機
会
を
得
て
お
り
ま
す
。
瑞
兆
も
天
や
民
に
見
ら
れ
、
中
興
の
兆
し

は
典
籍
に
も
明
ら
か
で
す
。
…
…
朝
廷
の
臣
下
や
辺
境
の
者
た
ち
が
相
談
も
な
し
に
陛
下
を
推
戴
し

た
い
と
の
意
見
が
同
じ
も
の
が
万
に
及
び
ま
す
。
私
た
ち
は
天
地
の
心
を
推
し
量
り
、
畏
れ
多
く
も

陛
下
に
尊
号
を
称
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
こ
こ
に
上
申
す
る
次
第
で
す
。」
国
家
の
運
は
未
だ
変

わ
っ
て
い
な
い
、
国
難
は
国
を
団
結
さ
せ
、
そ
の
憂
い
は
聡
明
さ
の
裏
返
し
で
あ
る
。
司
馬
睿
は
立

派
な
人
物
で
あ
る
か
ら
今
こ
そ
立
ち
上
が
る
時
で
あ
る
。
瑞
兆
は
天
や
民
に
満
ち
て
お
り
、
こ
れ
は

古
典
籍
に
表
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
だ
、
私
た
ち
は
相
談
し
て
い
な
い
の
に
、
あ
な
た
を
推
戴
し
た

い
と
願
っ
て
い
る
。
ど
う
か
帝
号
を
名
乗
ら
れ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
一
つ
目
の
理
由

と
連
動
し
て
み
れ
ば
、
国
家
の
重
大
事
、
し
か
し
国
運
は
未
だ
司
馬
氏
に
あ
る
、
そ
の
中
で
も
あ
な

た
は
有
力
者
だ
、
祭
祀
を
継
ぐ
に
相
応
し
い
、
朝
廷
の
臣
下
や
辺
境
の
有
力
者
ま
で
あ
な
た
を
主
と

し
て
推
戴
し
た
い
と
い
う
、
こ
れ
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

社
稷
を
安
ん
じ
祭
祀
を
司
り
、
晋
の
中
興
を
為
し
え
る
べ
き
と
の
意
見
が
現
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
三

つ
目
の
理
由
が
最
後
に
く
る
。

臣
聞
尊
位
不
可
久
虚
、萬
機
不
可
久
曠
。
虚
之
一
日
、則
尊
位
以
殆
；
曠
之
浹
辰
、則
萬
機
以
亂
。

方
今
踵
百
王
之
季
、
當
陽
九
之
會
、
狡
寇
窺
窬
、
伺
國
瑕
隙
、
黎
元
波
蕩
、
無
所
繋
心
、
安
可

廢
而
不
恤
哉
？
陛
下
雖
欲
逡
巡
、
其
若
宗
廟
何
？
其
若
百
姓
何
？
…
…
（
中
略
）
…
…
陛
下
明

並
日
月
、
無
幽
不
燭
、
深
謀
遠
猷
、
出
自
胸
懷
。
不
勝
犬
馬
憂
國
之
情
、
遲
睹
人
神
開
泰
之
路
、

是
以
陳
其
乃
誠
、
布
之
執
事
。
臣
等
忝
于
方
任
、
久
在
遐
外
、
不
得
陪
列
闕
庭
、
與
睹
盛
禮
、

踊
躍
之
懷
、
南
望
罔
極
。

「
天
子
の
位
は
長
く
空
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
一
日
で
も
危
う
い
の
に
十
日
も
空
け
れ
ば
政
治
が

乱
れ
る
。
今
王
朝
は
災
禍
の
危
機
に
あ
り
、
蛮
夷
に
よ
っ
て
国
の
隙
を
狙
わ
れ
、
民
は
揺
れ
動
き
心

を
繋
げ
な
い
で
い
る
。
ど
う
し
て
廃
れ
て
ま
で
哀
れ
み
を
か
け
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
、
陛
下
は
悩

み
躊
躇
な
さ
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
宗
廟
や
民
の
た
め
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
？　

…
…
陛
下
は
日
月
の

よ
う
に
明
る
く
、
照
ら
さ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
、
深
慮
遠
謀
は
そ
の
胸
の
内
か
ら
絆
さ
れ
て

出
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
我
ら
は
犬
馬
に
勝
ら
な
い
な
が
ら
も
国
を
憂
い
、
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
た
め
に
本
心
を
綴
り
有
力
な
家
臣
に
託
し
ま
し
た
。
私
等
は
地
方
に
赴
任
し

て
い
る
の
で
朝
廷
に
臨
席
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
盛
大
な
る
朝
廷
を
喜
び
の
糧
と
し
た
く
、
は
る
か
南

を
望
ん
で
お
り
ま
す
」
天
子
の
位
す
な
わ
ち
皇
帝
位
を
長
ら
く
空
け
る
こ
と
は
国
家
が
乱
れ
る
。
宗

廟
・
社
稷
・
民
の
こ
と
を
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
逡
巡
せ
ず
帝
位
に
あ
る
べ
き
だ
。
我
ら
地
方
の
有
力

者
や
辺
境
の
有
力
者
、
朝
廷
の
臣
下
の
言
を
速
や
か
に
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
見
解
が
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
司
馬
睿
は
情
け
深
く
答
え
た
と
い
う
。
未
だ
平
陽
に
孝
愍
帝
が
あ
る
こ
と
を

思
っ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
孝
懐
帝
・
孝
愍
帝
は
平
陽
に
連
行
さ
れ
た
際
に
帝
位
を
剥

奪
さ
れ
諸
侯
と
さ
れ
て
い
た
が
、
晋
の
宗
室
朝
臣
は
そ
れ
を
認
め
ず
、
あ
く
ま
で
現
皇
帝
の
死
去
ま

で
次
代
皇
帝
を
建
て
な
い
と
い
う
節
義
を
守
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
徳
行
を
積

む
こ
と
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
く
ら
勧
進
さ
れ
て
も
、
内
心
そ
の
気
で
あ
っ
て
も
帝
位
を

求
め
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
太
興
元
年
（
三
一
八
）
三
月
、
孝
愍
帝
が
平
陽
で
弑
さ
れ
、
百
官
か
ら

の
上
申
を
受
け
、
つ
い
に
司
馬
睿
は
帝
位
に
就
く
こ
と
を
決
意
し
た
。

「
孤
以
不
徳
、
當
厄
運
之
極
、
臣
節
未
立
、
匡
救
未
舉
、
夙
夜
所
以
忘
寢
食
也
。
今
宗
廟
廢
絶
、

億
兆
無
係
、
群
官
庶
尹
、
咸
勉
之
以
大
政
、
亦
何
敢
辭
、
輒
敬
從
所
執
。」
是
日
，
即
皇
帝
位
。

「
私
は
不
徳
、
災
厄
の
極
に
て
未
だ
節
義
を
立
て
ず
、
奉
ぜ
ら
れ
て
助
け
て
も
い
な
い
。
寝
食
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
。
宗
廟
祭
祀
は
断
た
れ
、
民
は
数
限
り
な
く
、
官
吏
や
諸
侯
が
、
皆
正
し
く

政
務
に
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
私
が
何
を
す
べ
き
か
は
、
推
戴
さ
れ
た
以
上
こ
れ
に
従
う
の
み

で
あ
る
」
と
し
て
即
日
皇
帝
位
に
就
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
勧
進
に
よ
っ
て
東
晋
が
成
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

東
晋
に
対
す
る
漢
族
・
周
辺
勢
力
の
動
向

東
晋
成
立
後
も
華
北
に
残
っ
た
漢
族
は
東
晋
を
如
何
に
み
て
い
た
の
か
。
岡
崎
氏
・
川
勝
氏
・
川

本
氏
ら
の
指
摘
を
参
考
に
お
さ
え
考
察
す
る（

（
（

。
北
魏
の
道
武
帝
の
祖
父
・
拓
跋
什
翼
犍
（
昭
成
帝
）

の
時
代
に
燕
鳳
と
い
う
人
物
が
い
た
。『
魏
書
』
の
燕
鳳
の
伝
に
以
下
の
様
な
記
述
が
あ
る
。

燕
鳳
、
字
子
章
、
代
人
也
。（
中
略
）
昭
成
素
聞
其
名
、
使
人
以
禮
迎
致
之
。
鳳
不
應
聘
。
乃

命
諸
軍
圍
代
城
、
謂
城
人
曰
：「
燕
鳳
不
来
、
吾
将
屠
汝
。」
代
人
懼
、
送
鳳
。

四
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燕
鳳
は
高
名
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
什
翼
犍
は
自
身
の
配
下
と
な
る
よ
う
に
招
い
た
が
断
ら

れ
た
。
什
翼
犍
は
燕
鳳
の
い
る
城
を
包
囲
し
、「
燕
鳳
が
（
自
身
の
も
と
へ
）
来
な
け
れ
ば
、
汝
等

を
殺
す
」
と
。
城
の
人
々
は
恐
ろ
し
く
な
り
、
燕
鳳
を
送
り
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
仕
官

後
、
重
要
な
国
事
に
携
わ
り
厚
遇
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
一
人
を
仕
官
さ
せ
る
た
め
に
軍
を
出
動
さ
せ

る
と
は
凄
ま
じ
い
話
で
あ
る
。
燕
鳳
が
招
聘
を
拒
ん
だ
理
由
は
記
述
が
な
い
が
、
川
本
氏
は
「
漢
族

は
胡
族
に
仕
官
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
、
で
き
る
こ
と
な
ら
東
晋
に
仕
官
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

た
」
と
し
て
い
る
。
仕
官
拒
否
イ
コ
ー
ル
東
晋
仕
官
願
望
と
す
る
の
に
は
疑
問
符
も
あ
る
が
一
つ
の

見
方
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
力
づ
く
で
自
分
の
言
い
分
を
相
手
に
き
か
せ
よ
う
と
い
う
漢
族
か
ら
見

れ
ば
「
野
蛮
」
行
為
が
、
ま
た
格
下
扱
い
し
て
き
た
民
族
に
仕
官
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
漢
族
を
異

民
族
政
権
に
仕
官
し
な
い
と
さ
せ
る
に
十
分
な
理
由
を
与
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
る
、『
魏

書
』
の
崔
玄
伯
の
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る

崔
玄
伯
、清
河
東
武
城
人
也
、名
犯
高
祖
廟
諱
、魏
司
空
林
六
世
孫
也
。（
中
略
）太
祖
征
慕
容
寶
、

次
於
常
山
、
玄
伯
棄
郡
、
東
走
海
濱
。
太
祖
素
聞
其
名
、
遣
騎
追
求
、
執
送
於
軍
門
、（
下
略
）

崔
宏
は
道
武
帝
が
慕
容
寶
討
伐
の
た
め
常
山
に
や
っ
て
き
た
の
で
自
分
の
故
郷
を
棄
て
東
の
海
岸

へ
逃
走
し
た
。
道
武
帝
は
そ
の
名
を
聞
い
て
い
た
の
で
騎
兵
を
遣
わ
し
て
探
さ
せ
、
見
つ
け
出
し
て

自
身
の
配
下
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
燕
鳳
の
例
と
似
通
っ
た
形
で
あ
る
。
崔
宏
も

ま
た
著
名
で
あ
り
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
祖
先
は
司
空
の
官
職
に
あ
っ
た
家
で
あ
る
。
崔
宏
が
逃

げ
出
し
た
理
由
も
記
載
は
な
い
、
川
本
氏
は
「
東
晋
へ
逃
れ
る
た
め
海
岸
へ
向
か
っ
た
」
と
の
見
解

で
あ
る
。
仕
官
後
の
崔
宏
も
国
家
の
機
要
・
制
度
の
草
創
に
携
り
厚
遇
さ
れ
、
道
武
帝
か
ら
事
あ
る

ご
と
に
相
談
さ
れ
、
国
号
論
議
に
筋
道
を
説
き
活
躍
し
て
い
る
。
両
者
と
も
強
制
仕
官
で
厚
遇
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
み
た
よ
う
に
漢
族
は
仕
官
を
控
え
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
川
本
氏
ら
は
「
こ

の
こ
ろ
の
漢
族
士
大
夫
は
、
西
晋
滅
亡
の
後
は
江
南
政
権
の
門
前
に
馬
を
繋
ぐ
こ
と
を
望
ん
だ
」
と

指
摘
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
司
馬
睿
が
近
臣
と
江
南
に
逃
れ
、
江
南
の
有
力
者
ら
の
支
援
で
東
晋

を
建
国
し
た
こ
と
、
華
北
か
ら
の
移
民
（
避
難
）
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
解
る
。
ま
た
川
本

氏
は
「
た
だ
し
全
て
の
士
大
夫
が
東
晋
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
と
も
い
う
。
そ
れ
は
『
晋

書
』
の
張
軌
伝
に
連
な
る
子
の
張
寔
伝
に
記
述
が
み
ら
れ
る
。

是
歳
、
元
帝
即
位
干
建
鄴
、
改
年
太
興
、
寔
猶
稱
建
興
六
年
、
不
従
中
興
之
所
改
也
。

東
晋
が
建
国
さ
れ
て
改
元
が
な
さ
れ
た
が
、
張
寔
は
西
晋
の
年
号
の
ま
ま
と
し
た
と
い
う
事
例
で

あ
る
。
こ
の
漢
人
が
西
晋
を
継
承
す
る
東
晋
に
従
わ
な
い
と
い
う
事
例
は
、
漢
族
全
て
が
江
南
政
権

に
所
属
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
と
す
る
一
つ
の
見
方
で
あ
ろ
う
。
ま
た
張
玄
靚
伝
に
記
述

が
み
え
る
。

有
隴
西
人
李
儼
、
誅
大
姓
彭
姚
、
自
立
於
隴
右
、
奉
中
興
年
號
、
百
姓
悦
之
。

李
儼
な
る
人
物
が
東
晋
の
年
号
を
奉
じ
、民
が
そ
れ
を
悦
ん
だ
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、

東
晋
を
支
持
す
る
人
々
と
西
晋
を
支
持
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
を
示
し
、
東
晋
が
西
晋
を
継
承
し
て

い
る
・
し
て
い
な
い
と
考
え
る
漢
族
が
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
た
だ
し
時
間
軸
の
ず
れ
を
考
慮
に
い

れ
る
必
要
が
あ
る
。
張
寔
の
事
例
と
李
儼
の
事
例
は
数
十
年
の
開
き
が
あ
る
の
で
、
情
勢
変
化
に
注

意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
華
北
に
残
っ
た
漢
族
に
は
、
強
制
仕
官
に
よ
っ
て
（
中
に
は
自
主

的
に
）
華
北
に
出
現
し
た
各
政
権
に
仕
官
す
る
も
の
、
江
南
へ
移
民
（
避
難
）
し
て
い
く
も
の
、
自

身
で
徒
党
を
組
む
な
ど
し
て
自
立
し
西
晋
を
奉
じ
る
も
あ
れ
ば
東
晋
を
奉
じ
る
も
あ
り
と
い
う
立
場

を
と
る
も
の
、
と
い
う
三
様
に
分
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
東
晋
に
対
し
て
周
辺
勢
力
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
幾
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て

み
て
み
る
。
ま
ず
は
『
晋
書
』
載
記
の
姚
弋
仲
伝
で
あ
る
。

弋
仲
有
子
四
十
二
人
、
常
戒
諸
子
曰
：「（
中
略
）
自
古
以
来
未
有
戎
狄
作
天
子
者
。
我
死
、
汝

便
歸
晋
、
當
竭
盡
臣
節
、
無
為
不
義
之
事
。」
乃
遣
使
請
降
。

姚
弋
仲
は
「
漢
族
以
外
が
皇
帝
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
自
分
が
死
ん
だ
ら
（
東
）
晋
の
臣
下
と

な
っ
て
働
き
、
不
義
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
戒
め
、
亡
く
な
る
直
前
に
自
ら
東
晋
に
帰
属
し
て
い

る
。
劉
琨
が
石
勒
に
送
っ
た
文
言
に
も
同
様
の
表
現
が
あ
る
。

遣
勒
書
曰
「（
中
略
）
自
古
以
来
誠
無
戎
人
而
為
帝
王
者
、
至
於
名
臣
建
功
業
者
、
則
有
之
矣
。

「
古
よ
り
こ
の
か
た
、
異
民
族
で
帝
位
に
就
け
た
者
は
い
な
い
。
し
か
し
名
臣
や
勲
功
を
た
て
た

者
は
い
る
」と
晋
へ
の
随
身
を
勧
め
て
い
る
。
弋
仲
の
行
動
は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

東
晋
は
様
々
な
政
権
に
使
者
を
送
り
、
時
に
は
爵
位
を
与
え
た
り
し
て
修
好
し
、
時
に
は
武
力
を
用

い
て
併
呑
す
る
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
蜀
に
建
国
さ
れ
た
賨
人
（
巴
蜀
の
現
地
人
）
の
成
漢

の
李
雄
の
言
も
同
様
で
あ
る
。

雄
以
中
原
喪
亂
、乃
頻
遣
使
朝
貢
、與
晉
穆
帝
分
天
下
。（
中
略
）曰
；「
我
乃
祖
乃
父
亦
是
晉
臣
、

往
與
六
郡
避
難
此
地
、
為
同
盟
所
推
、
遂
有
今
日
。
琅
邪
若
能
中
興
大
晉
於
中
夏
、
亦
當
率
衆

輔
之
。」
淳
還
、
通
表
京
師
、
天
子
嘉
之
。

李
雄
は
「
私
の
祖
父
も
父
も
西
晋
の
臣
下
で
あ
っ
た
。
東
晋
の
琅
邪
王
が
大
晋
を
中
夏
に
復
興
さ

せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
衆
を
率
い
て
こ
れ
を
助
け
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
、
東
晋
を
容
認
し
、

配
下
と
し
て
戦
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
時
代
は
下
る
が
前
秦
の
朝
廷
内
で
の
発
言
に
も
み
え
る

堅
引
群
臣
会
議
、
曰
（
中
略
）
太
子
左
衛
率
石
越
對
曰
「（
中
略
）
且
晋
中
宗
、
藩
王
耳
、
夷

五
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夏
之
情
、
咸
共
推
之
、
遺
愛
猶
在
於
人
。

「
晋
の
中
宗
は
藩
王
に
過
ぎ
な
い
、
し
か
し
夷
夏
の
情
が
皆
と
も
に
彼
を
推
す
の
は
、
す
で
に
滅

ん
だ
西
晋
の
遺
愛
が
い
ま
だ
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

見
る
限
り
周
辺
勢
力
は
東
晋
を
西
晋
の
継
承
王
朝
で
あ
る
と
み
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
東
晋
と
自
分

た
ち
は
対
等
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
み
ら
れ
、『
晋
書
』
載
記
の
劉
元
海
（
劉
淵
）
伝
に
あ
る
。

元
海
曰
；
「
善
。
當
為
崇
岡
峻
阜
、
何
能
為
培
塿
乎
。
夫
帝
王
豈
有
常
哉
、
大
禹
出
於
西
戎
、

文
王
生
於
東
夷
、
顧
惟
徳
所
授
耳
。

劉
淵
は
「
帝
王
と
な
る
の
に
（
漢
族
だ
け
と
い
う
）
常
で
あ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
漢
族
が
聖
人

と
崇
め
伝
説
の
夏
王
朝
の
創
始
者
で
あ
る
禹
は
西
戎
の
出
身
、
同
じ
く
聖
人
と
さ
れ
る
周
王
朝
の
創

始
者
で
あ
る
文
王
も
東
夷
の
出
身
で
は
な
い
か
。
帝
王
に
な
る
に
は
た
だ
授
け
ら
れ
た
徳
に
よ
る
の

み
で
あ
る
」
と
言
い
、
自
身
の
皇
帝
即
位
を
正
当
化
し
、
東
晋
だ
け
が
皇
帝
た
り
え
る
わ
け
で
は
な

い
と
暗
喩
し
て
い
る
。『
晋
書
』
載
記
の
高
瞻
伝
に
あ
る
慕
容
廆
の
言
葉
に
も
同
様
の
表
現
が
あ
る
。

廆
敬
其
姿
器
、
數
臨
候
之
、
撫
其
心
曰
；
「
君
之
疾
在
此
、
不
在
餘
也
。
今
天
子
播
越
、
四
海

分
崩
、
蒼
生
紛
擾
、
莫
知
所
係
、
孤
思
與
諸
君
匡
復
帝
室
。
翦
鯨
豕
干
二
京
、
迎
天
子
於
呉
會
、

廊
清
八
表
、
侔
勳
古
烈
、
此
孤
之
心
也
、
孤
之
願
也
。
君
中
州
大
族
、
冠
冕
之
餘
、
宜
痛
心
疾

首
、
枕
弋
待
旦
、
柰
何
以
華
夷
之
異
、
有
懐
介
然
。
且
大
禹
出
干
西
羌
、
文
王
生
干
東
夷
、
但

問
志
略
何
如
耳
、
豈
以
殊
俗
不
可
降
心
乎
！
」
瞻
仍
辭
疾
篤
、
廆
深
不
平
之
。

慕
容
廆
は
東
晋
成
立
に
際
し
て
推
戴
の
上
奏
文
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
官
を
拒
む
高

瞻
を
説
得
す
る
た
め
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
姚
弋
仲
や
劉
琨
ら
の
考
え
と
は
異
な
り
、
漢
人
で

な
く
て
も
帝
王
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
つ
ま
り
皇
帝
は
東
晋
、
つ
ま
り
漢
族
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
）
と
、華
夷
の
別
な
く
仕
官
す
べ
き
（
東
晋
だ
け
が
政
権
で
は
な
い
）
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

漢
族
以
外
の
勢
力
の
認
識
は
、
従
来
の
考
え
に
従
う
者
と
新
た
な
考
え
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
る
者

の
二
通
り
の
姿
勢
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
前
者
は
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
は
漢
族
に
劣
る
と
い
う
認

識
が
存
在
し
、
後
者
に
は
自
分
た
ち
の
力
で
新
た
な
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
、
ま
た
自
分
た
ち
と
漢

族
が
同
等
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

今
回
は
東
晋
元
帝
の
勧
進
の
新
研
究
と
題
し
て
東
晋
の
成
立
過
程
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

従
来
の
亡
命
政
権
と
い
う
見
方
は
正
確
で
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
確
か
に
中
央
の
混
乱
を
避
け
て
江

南
に
勢
力
基
盤
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
軍
事
権
を
有
し
た
赴
任
で
あ
っ
て
、

こ
の
地
方
の
軍
事
権
を
中
央
政
府
が
当
て
に
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
四
川
は
す
で
に
李
雄

が
抑
え
、
荊
州
は
ど
民
や
宗
教
指
導
者
に
よ
っ
て
騒
乱
状
態
で
あ
り
、
多
少
の
被
害
は
あ
っ
た
も
の

の
騒
乱
を
鎮
定
し
安
定
し
て
い
た
区
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
元
帝
と
側
近
は
少
数
集

団
で
来
訪
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
を
基
盤
と
し
て
在
地
豪
族
・
名
族
を
取
り
込
ん
で
軍
事
的

地
位
と
政
治
的
地
位
を
確
立
し
た
。
し
か
し
基
盤
を
固
め
き
る
前
に
西
晋
が
衰
亡
、
北
人
南
人
の
調

和
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
内
憂
を
抱
え
、
結
果
と
し
て
江
南
か
ら
北
進
で
き
ず
勢
力
を
増
す

異
民
族
勢
力
の
南
下
を
阻
止
す
る
の
で
手
一
杯
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
度
重
な
る

勧
進
に
中
々
承
諾
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
い
つ
か
は
平
陽
に
連
行
さ
れ
た
皇
帝
を
救
い
、
中
原
を
回

復
す
る
心
づ
も
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
輔
弼
の
臣
と
し
て
、
琅
邪
王
と
い
う
宗
室

の
一
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
、
彼
の
願
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
国
家
を
憂
う

家
臣
の
信
を
失
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
国
家
の
安
定
と
人
心
の
安
寧
を
図
る
た
め
に
、
勧
進
に
応
じ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
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